
プレスリリース 

2014 年 11 月 26 日 

 

Aurender 製 USB DAC／ヘッドホンアンプ「FLOW」発売のご案内 

 

株式会社エミライ(emilai inc. 本社:東京都品川区，代表取締役社長:河野 謙三)は，韓国に本拠を構え

る TVLogic 社のオーディオブランド『aurender』の新製品「Aurender FLOW」の取り扱いを開始い

たします。発売は 2014 年 12 月 19 日からを予定しており，当社オンラインショッピングサイトの他，

全国のオーディオ専門店様にてお買い求め頂けます。 

 

製品概要 

製品名：Aurender FLOW 

型番：ARD-V1000 

JAN コード：4562314011623 

商品ジャンル：32bit/384kHz PCM &2.8MHz/5.6MHz DSD 対応 バッテリー内蔵型 USB DAC 

希望小売価格：169,000 円（税別） 
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製品の特長 

Aurender 初の D/A コンバーター製品が「FLOW」です。最新の DAC チップである ESS Technology

社製 ES9018K2M を搭載し，ハイエンドオーディオの世界で培った開発力を駆使することで真価を発

揮させています。 

さらに，大容量化が進むハイレゾ音源をノート PC でも存分に楽しむため，内部に mSATA の SSD（別

売）を内蔵することで容量の問題を解消しました。mSATA SSD を追加した FLOW を USB ケーブル

で PC と接続すると，大容量ストレージとしても DAC としても認識させることができます。 

 32bit/384kHz までの PCM データおよび 2.8MHz/5.6MHz DSD データの再生に対応します。 

 ES9018K2M を搭載し，デジタルフィルターの切り替えが可能です。 

 USB3.0 端子を搭載し，mSATA SSD へのデータ転送を高速で行います（USB2.0 ケーブルも利用

可能です）。 

 32bit 精度 0.5dB ステップのデジタルボリュームコントロール機構を搭載しています。 

 本体のサイドボタンは HID 対応。様々な機能を集中的にコントロール可能です。 

 バッテリー動作＆バスパワー動作に対応します。 

 mSATA スロットを本体内部に搭載。SSD（別売り，最大 1TB まで）を取り付けることで，音楽

データ保存するための領域としても利用可能です。 

 4450mAh のバッテリーを搭載し，7 時間以上動作可能です。 

 6.35mm ヘッドホン端子を搭載。高い駆動力を実現した A 級動作のヘッドホンアンプ部がヘッド

ホンの実力を余すところなく発揮させます。 

 LCD ディスプレイによる高い操作性を実現しています。 

 アルミニウム切削ボディによる美しく強固な設計です。 
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製品の仕様 

 入力端子：USB3.0(USB Audio Class 2.0)*1 系統，光デジタル*1 系統 
 出力端子：6.35mm フォーンジャック 
 ボリューム精度：-110dB～0dB（操作速度に応じて可変） 
 mSATA スロット：1TB までの SSD を搭載可能 
 出力インピーダンス：0.06Ω 
 ダイナミックレンジ：最大 122dB 
 ダンピングファクター：130 未満 
 全高調波歪率＋ノイズ：-114dB 
 全高調波歪率（1kHz 5.1Vrms）：0.0002% 
 混変調歪：-112dB 
 S/PDIF モード：～24bit/192kHz 
 USB PCM モード：～32bit/384kHz 
 USB DSD モード：2.8MHz,5.6MHz (DoP) 
 再生可能時間：7 時間 
 内蔵バッテリー：4450mAh 
 出力（THD 0.1%）：43mW/600Ω,87mW/300Ω,384mW/56Ω,570mW/32Ω,1800mW/8Ω 
 外形寸法：80*137*28(mm) 
 重量：450g 
 付属品：USB3.0 ケーブル，Android OTG ケーブル，光デジタルケーブル，カバー取り外し用ド

ライバー，ステレオ RCA 変換ケーブル，3.5mm ステレオミニ変換プラグ，AC アダプター，クイ
ックスタートガイド（英文） 
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Web サイト 

http://www.aurender.jp/ 

以上 
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http://www.aurender.jp/


＜会社概要＞ 

社名：株式会社 エミライ emilai inc. 

web サイト：http://www.emilai.co.jp/ 

本社：〒141-0032 東京都品川区大崎 1 丁目 2-3 

代表取締役：河野 謙三 

TEL: 03-5759-4700 (大代表) / 03-5759-4720 (ホームエンターテインメント事業部) 

FAX: 03-6779-5480 

 

＜お問い合わせ先＞ 

【電話でのお問い合わせ】 

国際貿易事業部 

TEL：03-5759-4730 

受付時間：平日 11:00 から 18:00 まで 

【メール・FAX でのお問い合わせ】 

国際貿易事業部 

 Mail：sales@emilai.co.jp 

 FAX：03-6779-5480 

 受付時間：年中無休・24 時間受け付け 

※ プレス関係者様・販売店様はその旨ご連絡下さい。 
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